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第１章 計画策定の経緯・目的 

 

第１節 計画策定の経緯 

 瑞浪市内の中山道は、市北部の丘陵地帯（日吉
ひ よ し

町・大湫
お お く て

町・釜戸町）を東西に通過してお

り、大湫町には江戸日本橋から数えて 47番目の宿場である大湫宿（大久手宿）（註１）、日吉町

には同じく 48番目の宿場である細
ほ そ

久手
く て

宿が設置され、多くの人や物資、情報や文化が行き交

いました。 

 明治時代以降は主要交通路が土岐川沿線（下街道（註２）ルート）に移り、当市の中山道は主

要な近代交通網から外れることとなったことから、今なお随所に江戸時代の中山道を彷彿と

させる道路や関連遺構などが残されています。しかし、戦後の急速な自動車普及の影響によ

り、一部区間においてはアスファルト舗装や拡幅などの改変が加えられています。 

 瑞浪市では、当市の歴史や文化の形成に大きく関わった歴史の道・中山道を良好な状態で

後世に伝えるために中山道の整備区間を選定し、文化庁ならびに岐阜県教育委員会の指導の

もと、平成４年度（1992 年度）から同 19 年度（2007 年度）にかけて、国庫補助事業として

「歴史の道中山道 整備活用推進事業」を実施しました（註３）。その後、令和元年（2019）１月

に瑞浪市は文部科学大臣に対して史跡指定の意見具申を行い、同年６月 21日に文化審議会か

ら答申がなされました。そして、令和元年 10月 16日付け文部科学省告示第 83号により、瑞

浪市域の中山道の一部が国史跡に指定（追加指定）されました（以下、瑞浪市域の中山道の

うち、史跡に指定された範囲を「本史跡」といいます。）。 

これは、昭和 62年（1987）の長野県小県
ちいさがた

郡長和町、同県木曽郡南木曽町の指定（平成３年

には長和町で追加指定）、平成 22年（2010）の岐阜県中津川市の追加指定、平成 28年（2016）

の同県可児
か に

郡御嵩
み た け

町の追加指定に次ぐ指定でした。 

 また、この間の平成８年には大湫宿から細久手宿に至る区間が「中山道－東美濃路」とし

て文化庁の「歴史の道百選」に選定され、さらに平成 24年度には県内の中山道と宿場が「中

山道ぎふ 17宿」として「岐阜の宝もの」に認定されるなど、中山道の価値が広く認められて

きました。 

 このように当市の重要な歴史・文化遺産である中山道を保存し、活用を図ることは私たち

にとって重要な課題ですが、人口減少や少子高齢化などの課題を抱える中でその目標を達成

するためには、行政はもとより地域住民や市民などが認識等を共有し、共通の目標を目指す

必要があると考えられます。そのため、行政と地域住民や関連団体の協働により、中山道保

存活用計画（以下、「本計画」といいます。）を策定することとしたものです。 

 

第２節 計画の目的 

 本史跡には、道路遺構に加えて一里塚などの交通遺跡や数多くの石造物などが含まれてい

ます。これらを適切に保存・活用するためには、保存対象となる区域等を明示するとともに、

その歴史的・学術的価値などを周知することが必要です。そして、地域住民や市民が中山道

を価値ある文化財として認識し、愛着などを持っていただくためには、多くの方々が本史跡

を訪れるなどの関わりを生み出すことが有用と考えられることから、具体的な保存・活用方

針や目指すべき将来像を示し、併せて現状変更等の取り扱い基準を明確にして、適切な保存・
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管理を行うことを目的として策定するものです。 

 なお、本計画の対象範囲は本史跡の指定範囲を対象としますが、周辺の景観や環境などの

保全等、史跡の保存・活用に関連する取り組みについても必要に応じて記載します。 

 また、市内の中山道には過去に整備を実施した区域であっても史跡未指定の区域があるこ

と、アスファルト舗装がなされているものの追加指定の対象になり得ると考えられる区域も

認められることから、将来的にはこれら区域のさらなる追加指定を検討します。 

  

図 1-1 中山道街道地図 

図 1-2 中山道横断図 
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図 1-3 史跡中山道位置図 

図 1-4 保存活用計画対象範囲 
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第３節 懇談会の設置・経過 

（１）懇談会の設置 

 本計画の策定にあたっては、「瑞浪市中山道保存活用計画策定懇談会要綱」に基づき、「瑞

浪市中山道保存活用計画策定懇談会」（以下「懇談会」といいます。）を設置して、令和２・３

年度の２箇年にわたり意見等を求めてきました。懇談会は、瑞浪市教育委員会スポーツ文化

課が事務局となって運営するとともに、適宜文化庁および岐阜県の指導を得ました。 

 

瑞浪市中山道保存活用計画策定懇談会名簿（順不同・敬称略） 

氏 名 区 分 専 門 所 属 等 

◎秋山 晶則 

学識経験者 

近世史 岐阜聖徳学園大学 教育学部（教授） 

櫻木 耕史 建築・景観 岐阜工業高等専門学校 建築学科（准教授） 

可知 正己 民俗 瑞浪市文化財審議会（会長） 

大竹 和夫 
まちづくり 

 日吉町まちづくり推進協議会（会長） 

小栗 司  大湫町コミュニティ推進協議会（会長） 

足立 亘 観光  中山道観光ボランティアガイドの会（会長※） 

棚橋 哲夫 

行政 

 瑞浪市 建設部 都市計画課 係長［Ｒ２年度］ 

奥谷 輝久  瑞浪市 建設部 都市計画課 係長［Ｒ３年度］ 

正木 麻子  瑞浪市 経済部 商工課 課長補佐 

野木 雄大 

オブザーバー 

 文化庁 文化財第二課 文部科学技官［Ｒ２年度］ 

 文化庁 文化財第二課 文化財調査官［Ｒ３年度］ 

須田 勇人  岐阜県 環境生活部 文化伝承課［Ｒ２年度］ 

苅谷 奈々子   岐阜県 環境生活部 文化伝承課［Ｒ３年度］ 

和田 光浩 

事務局 

 瑞浪市教育委員会 スポーツ文化課長 

砂田 普司  瑞浪市教育委員会 同課 文化振興係長 

安藤 佑介  瑞浪市教育委員会 同課 文化振興係 

◎は当懇談会の座長です。 

※足立 亘氏は、令和２年度は会長、令和３年度は前会長（会員）として参加しました。 

 

瑞浪市中山道保存活用計画策定懇談会要綱  

瑞浪市中山道保存活用計画策定懇談会要綱 

 

令和２年７月 31日教育委員会訓令甲第４号 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市の中山道及び関連文化財の適切な保存及び活用を図るための計

画策定について、専門的な見地及び市民の立場から幅広く意見又は助言を求めるため、

瑞浪市中山道保存活用計画策定懇談会（以下「懇談会」という。）を開催することに関し

必要な事項を定めるものとする。 
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（意見等を求める事項） 

第２条 懇談会において意見又は助言を求める事項は、次に掲げるものとする。 

（１）中山道の保存整備に関すること。 

（２）中山道の活用に関すること。 

（３）前２号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認めること。 

 

（参加者） 

第３条 懇談会の参加者は、次に掲げる者のうちから教育長が依頼する。 

（１）学識経験者 

（２）まちづくりに関する見識を有する者 

（３）観光に関する見識を有する者 

（４）関係行政機関の職員 

（５）その他教育長が必要と認めた者 

２ 前項の場合において、教育長は、原則として、第５条に規定する開催期間中、同一の

者に継続して懇談会への参加を求めるものとする。 

 

（運営） 

第４条 懇談会の参加者は、その互選により懇談会の会議（以下「会議」という。）を進行

する座長を定める。 

２ 教育長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その意見若しく

は説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

 

（開催期間） 

第５条 懇談会の開催期間は、２年間を目途とする。 

 

（庶務） 

第６条 懇談会の庶務は、スポーツ文化課において処理する。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、懇談会に関し必要な事項は、教育長が別に定める。 

 

   附 則 

この要綱は、令和２年９月１日から施行する。 

 

（２）懇談会の経過 

 本計画の策定事業は、令和２・３年度（2020・2021年度）に国庫補助事業として採択され、

合計５回の懇談会を開催して協議を行いました。その経過・協議内容は次頁のとおりです。 
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瑞浪市中山道保存活用計画策定懇談会の経過 

日  程 内  容 

第１回懇談会 ・令和３年１月６日（水） 

・10：00～12：00 

・瑞浪市化石博物館 

・座長選出 

・事業概要、目的の説明 

・史跡の概要、対象範囲等の説明 

・市の関連事業等の説明 

第２回懇談会 ・令和３年３月 11日（木） 

・10：00～12：00 

・瑞浪市化石博物館 

・史跡の本質的価値について 

・史跡の構成要素について 

 

第３回懇談会 ・令和３年７月 16日（金） 

・9：30～12：00 

・瑞浪市化石博物館 

・現状と課題について 

・大綱・基本方針について 

・保存管理について 

第４回懇談会 ・令和３年 11月 18日（木） 

・13：30～ 

・瑞浪市化石博物館 

・活用について 

・整備について 

・運営・体制の整備について 

・施策の実施計画の策定・実施について 

・経過観察について 

第５回懇談会 ・令和４年 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

※上記のほか、学識経験者およびオブザーバーの現地視察を随時実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

懇談会開催風景写真 

懇談会開催風景写真 

懇談会開催風景写真 

懇談会開催風景写真 

写真 1-1 懇談会開催風景 
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第４節 他の計画との関係 

 本計画の上位計画には『瑞浪市第６次総合計画』が位置付けられます。そのため、本計画

は瑞浪市第６次総合計画に即したものであるとともに、関連する計画とも整合が図られてい

ることが必要であることから、以下に関連する諸計画とその概要を解説します。 

 

≪上位計画≫ 

（１）瑞浪市第６次総合計画［対象年度：平成 26年（2014）～平成 35年（2023）］ 

 「幸せ実感都市みずなみ～共に暮らし 共に育ち、共に創る～」を将来都市像とする、瑞

浪市の市政運営における最上位計画です。前期計画を平成 26 年～30 年、後期計画を平成 31

年～35年としています。 

 当該計画の中で、中山道は交流軸、旧細久手宿は交流拠点、旧大湫宿は地域拠点・交流拠

点と位置付けられ、主たる関連施策の内容やめざす姿は以下のとおりです。 

◎施策３ 自然と調和した快適で暮らしやすいまち～都市基盤～［まちなみ］ 

【めざす姿（まちの状態）】 

・地域の自然や歴史・文化と調和した、魅力あるまちなみとなっています。 

【めざす姿（市民の暮らし）】 

・美しい郷土に誇りをもつことができ、心豊かな生活をしています。 

【施策の内容】 

・地域と連携した景観の向上 

◎施策４ まちの魅力を活かした活力あるまち～産業経済～［観光］ 

【めざす姿（まちの状態）】 

・観光施設が整備され、まちの魅力が高まっています。 

・自然や歴史的な地域資源などを活用し、新たな観光資源が生まれています。 

・交流人口が増加し、まちが活性化しています。 

【めざす姿（市民の暮らし）】 

・地域資源を活用して魅力を再発見することで、交流人口の増加につながっています。 

・観光イベント等に積極的に参加しています。 

【施策の内容】 

・観光資源の魅力向上 

・地域資源を活かした観光連携 

・観光情報の発信 

◎施策５ いきいきと学び豊かに暮らせるまち～教育文化～［文化・芸術・文化財］ 

【めざす姿（まちの状態）】 

・地域の伝統文化や歴史文化遺産が保存・継承されています。 

【めざす姿（市民の暮らし）】 

・良質な文化・芸術・文化財に身近に触れることができる暮らしをしています。 

・郷土の伝統や文化に愛着と誇りを持っています。 

【施策の内容】 

・地域と連携した伝統文化や文化財の保存・継承 
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図 1-5 土地利用構想図 

【出典：瑞浪市第６次総合計画】 
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図 1-6 施策の体系図 

【出典：瑞浪市第６次総合計画】 
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≪関連計画≫ 

（１）瑞浪市教育振興基本計画［対象年度：平成 26年（2014）～平成 35年（2023）］ 

教育基本法に基づく教育振興に関する基本的な計画で、基本理念と５つの基本目標、また

それらを実現するための具体的な施策で構成されています。 

基本目標４に「郷土愛を育む文化・芸術の振興」、また、そのための施策として施策１に

「まちぐるみで守る文化財とその活用」、施策２に「市民が歴史・文化・芸術に触れる機会

の充実」が掲げられています。 

 

（２）瑞浪市景観計画［対象年度：平成 28年（2016）～］ 

景観法第８条に規定されている法定の計画であり、市が良好な景観の維持・形成を進めて

いくための基本計画となるものです。良好で魅力ある景観を保全し、創出し、景観を活かし

たまちづくりを進めることを目的としています。 

『地域の個性を活かした美しいふるさと創り』を目標とし、基本方針②に「貴重な財産で

ある歴史・文化を育んできたまちなみを維持・継承する。」を掲げています。また、地域別

目標は、日吉町が「雄大な自然の恵みと伝統文化が織り成す懐かしい集落景観の形成」大湫

町が「中山道宿場町の面影を伝える街道景観の形成」となっています。 

 

（３）瑞浪市都市計画マスタープラン［対象年度：平成 26 年（2014）～平成 35 年（2023）］ 

都市計画法第 18 条の２による「市町村の都市計画に関する基本的な方針」となるもので

長期的な観点から、土地利用や都市施設などのあり方について基本的な方向を示すとともに

各地域におけるまちづくり方針を定める、都市計画の基本となる計画です。 

 中山道が位置する瑞浪市北部・東部地域（日吉町・大湫町・釜戸町北部）は「自然・歴史

的伝統文化ゾーン」に、また中山道は観光の交流軸、旧大湫宿、細久手宿は交流拠点と位置

づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 位 計 画 

瑞浪市総合計画（第６次総合計画） 

史跡「中山道」保存活用計画 

整合 整合 

瑞浪市の他の計画 

整
合
・
連
携 

・文化財保護法、景観法 

・岐阜県文化財保存活用大綱 等 

関 連 法 令 等 

・瑞浪市教育振興基本計画 

・瑞浪市景観計画 

・瑞浪市都市計画マスタープラン 等 

図 1-7 上位・関連計画相関図 

整合 
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第５節 計画の実施 

 本計画の計画期間は令和４年４月１日をもって発行するものとし、令和 13年度（2031年

度）末までの 10年間を計画期間として実施します。 

 

 

 

 

【註】 

（１） かつては、村を指す場合は「大湫」、宿場を指す場合は「大久手」と文字を使い分けていたと

されますが、本書では「大湫」に統一して記載します。 

（２） 大湫宿と大井宿の中ほどに位置する槙ヶ根追分から名古屋に至る道路で、伊勢街道、善光寺

街道、内津街道などとも呼ばれました。 

（３） 国庫補助事業に採択されたのは平成５年度以降で、平成４年度については市の単独事業とし

て実施しました。 

 


